
令和元年度大分県スポーツ指導者研修会報告 

  令和元年度大分県スポーツ指導者研修会(更新 

義務研修会)は、本年度も２回の研修会(内容は同じ) 

を実施。前期６月１６日(日)別府市・山の手小学校 

体育館で開催。 

 後期１２月７日（土）大分・大分県教育会館。 

計約２３０名の受講者が参加。受付終了後開会行事、 

初めに大分県スポーツ指導者協議会会長田島 

正博と(公財)大分県体育協会伊藤健一事務局長 

が挨拶を行った。緒連絡後、研修会を開始しました。 

研修内容は抜粋。  

   
 

 

 １３:２０～特別協賛社の大塚製薬（株）より 

 運動と水分補給などの情報提供。 

１４:００～講演Ⅰ．｢人とチームを活性化させる 

 ”ほめ達”の極意｣～あなたの周りには 

 ダイヤの原石がいっぱい～ 

 講師は、竹下 幸喜 先生 

１．指導者に求められる ほめる極意。 

 他人の コントロールに使わない。事実を伝える。 

 叱らないではない。全ての人の成長と可能性 

 を信じる。受講者に具体的な実践させる講演。 

１０分休憩 

   
 １５:４０～講演Ⅱ．｢スポーツ外傷・障害予防と 

 コアトレーニングの関係について｣ 

 講師は、高橋 隆一 先生 

 スポーツ外傷は一回の外力で、組織が損傷 

 されること、脱臼、骨折、靭帯損傷など。 

 スポーツ障害は、軽度の損傷が積み重なり 

 発症する炎症や疲労骨折など。対策と治療 

 方針、コアスタビリティートレーニングについて 

 の講演。 

 

 

 

     
 

 
フェアプレイの行動そして精神を、世の中に広げ 
浸透させることが、「フェアプレイで日本を元気」 
キャンペーンの大きな目標です。  

 

 
１７:１５～閉会行事。 

 大分県スポーツ指導者協議会の平成３０ 

 年度総会資料の説明・報告。総会は毎年 

 １２月の研修会で、研修が２回開催になり 

 ６月は資料を参加者に配布しています。   

 諸連絡後、修了証を受領。 

 

参加者の皆様お疲れ様でした。 

運営役員で片付・清掃をして全てが終了。 
事務局 大塚 

 

 


